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○ 自ら探求的に学ぶ生徒

○ 礼儀正しく、節度ある生活をする生徒

○ 健康で、安全な生活をする生徒

◇ 自分に自信を持ち、行動できる生徒（今年度重点目標）

～気持ちのいいあいさつを～

浪江中だより
教 育 目 標

朝、教室を訪問して、「おはようございます」と挨拶をすると、「おは

ようございます」と生徒達は返してくれます。元気に挨拶してくれる生

徒もいれば、中にはちょっと疲れているのかなと思われる生徒もいて様

々です。そんなあいさつについて考えてみました。

少し難しい話になりますが、「挨拶（あいさつ）」の語源は、禅宗で問

答によって仏法修行の深浅をはかる「一挨一拶（いちあいいちさつ）」

にあると言われています。「挨」には「押す・背を叩く・心を開いて近づく」、「拶」には「押

す・迫る」という意味があり、合わせて「そばに身をすり寄せて押し合う」ことを表していま

す。つまり、「挨拶」は、人と人とが出会い、出会った人同士が互いに心を開いて相手に迫っ

ていくために交わす最初の言葉であり、これから始まるコミュニケーションの第一歩なのです。

さて、みなさんは一日にどれだけ、どのような挨拶をしていますか？どんな時でも、気持ち

のいいあいさつができる浪中生であってほしいと思います。家庭、学校、地域で、心のキャッ

チボールとも言われる「あいさつ」を、元気に率先して交わしていきましょう。

今年度の在籍数は２年生１名、３年生３名と、ぐっと減ってしまいました。しかし、毎日の

授業では、先生方が一人一人に応じた手立てを考え、工夫を凝らして、個のレベルアップを図

っています。

例えば、タブレット等のＩＣＴ機器を活用して視覚的な理解を促した

り、画面を操作して思考を深めたりしています。また、Ｔ・Ｔ（複数教

員による指導）により、一人一人の弱点やつまずき

を把握した上で個別指導を展開している教科もあり

ます。

少人数だからこその「強み」を生かした授業をこれからも継続し、学力

向上を図っていきたいと思います。


